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いちい信用金庫は健全経営ナンバーワンをめざします

預金積金・貸出金・有価証券の状況

　「2010上半期レポート」は、当金庫の経営内容をより一層ご理解いただくために、自主的に開示するものです。
なお、信用金庫の決算は年1回（3月末）行うことになっているため、ここに掲載している計数は会計監査人の
監査を受けておりません。

平成22年3月末
（単位：百万円）

平成22年9月末

有価証券の時価情報

平成22年9月末

うち益

（単位：百万円）

収益の状況
平成21年4月1日 ～ 9月30日

（単位：百万円）
平成22年4月1日 ～ 9月30日

金融再生法に定める開示債権の状況
平成22年3月末

（単位：百万円）
平成22年9月末

貸出金の業種別内訳
平成22年3月末

（単位：百万円、％）
平成22年9月末

残高 残高

（注）掲載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てております。

構成比 構成比

1.その他有価証券で時価のあるもの

評価差額時　価
うち損

自己資本の状況

平成22年3月末項　　　　　　　　　目
（単位：百万円、％）

1.自己資本の構成に関する事項

平成22年9月末

平成22年9月末

うち益

（単位：百万円）
2.満期保有目的の債券で時価のあるもの

含み損益帳簿価額
うち損

827,016
365,830
291,552

預金積金残高
貸出金残高
有価証券残高

842,803
369,974
286,810

△251
4,344

798
1,179
ー

2,366
7

4,100

株式 
債券
　　国債
　　地方債
　　短期社債
　　社債
その他
合計

623
230
144

11
ー
75
42

896

4,978
238,757

27,857
84,927

ー
125,972

2,227
245,963

372
4,575

942
1,191
ー

2,441
49

4,996

1,587
1,695

29,986
1,062

34,332

27

815
842

35,175

5,700

—

3,450

△5,700
—

35,175
305,644

932

20,686

327,263
10.49
10.74

出資金
利益準備金
特別積立金
次期繰越金
計

一般貸倒引当金
計
（Ａ）＋（Ｂ）

　 負債性資本調達手段及びこれに準ずるもの

控除項目不算入額
計
（Ｃ）－（Ｄ）
資産（オン・バランス）項目
オフ・バランス取引等項目

計

土地の再評価額と再評価の直前の帳簿価額の
差額の45％に相当する額

他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有
相当額

　 期限付き劣後債務及び期限付優先出資並び
　 にこれらに準ずるもの

オペレーショナル・リスク相当額を8％で除し
て得た額

単体Tier１比率
単体自己資本比率

1,580
1,695

29,986
217

33,480

39

1,005
1,044

34,524

5,700

―

3,450

△5,700
―

34,524
307,806

1,206

20,686

329,700
10.15
10.47

57満期保有目的の債券 1,66144,652 1,718

901
652
655

業務純益
経常利益
当期純利益

1,042
643
826

7,375
9,144
2,138

18,658
348,970
367,628

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
小計
正常債権
合計

5,141
9,619
2,481

17,243
352,429
369,672

11.67
0.04
7.54
0.04
0.08
2.17
6.69
1.05

27.99
0.42
0.20
0.41
1.26
3.43
0.08
2.27
1.44

66.88
6.68

26.43
100.00

製造業
農業
建設業
電気･ガス･熱供給･水道業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
金融・保険業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療・福祉
その他のサービス
小計
地方公共団体
個人
合計

11.54
0.05
7.40
0.03
0.08
2.17
6.71
1.39

27.16
0.42
0.19
0.40
1.23
3.43
0.08
2.29
1.33

65.97
7.68

26.33
100.00

42,725
182

27,615
147
299

7,971
24,494

3,851
102,405

1,555
759

1,531
4,632

12,578
313

8,331
5,286

244,683
24,447
96,699

365,830

42,702
189

27,380
120
304

8,057
24,857

5,172
100,497

1,570
714

1,512
4,582

12,695
319

8,477
4,937

244,091
28,448
97,435

369,974
（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

（注）上記の開示額は、平成22年9月末を基準とした自己査定結果に基づいております。

◆上記小計欄記載の債権すべてが損失につながるものではありません。それらの債権についても担保お 
　よび確実な保証により保全されているほか、定められた方法による必要な引当金を計上しており、万全
　な体制となっております。

◆有価証券による運用は、債券を主体に発行体の格付を考慮し、安全性を第一としております。
◆保有債券は満期時に額面による償還が見込まれています。保有株式は日本を代表する優良株式が大半
　となっております。

基本的項目

補完的項目

自己資本総額

控除項目

自己資本額
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いちい信用金庫は積極的に地域貢献活動を行っています

22年9月末22年3月末
リスク・アセット

（単位：百万円）
2.自己資本の充実度に関する事項

所要自己資本額リスク・アセット 所要自己資本額

（注）
1．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）、オフ・バランス取引（派生商品取引によるものを含む）の与信相当額です。
2．「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、我が国の政府関係機関、土地開発公社、地方道路公社、信用保証協会、外国の中央政府以外の公共
　 部門、国際開発銀行、国際決済銀行、国際通貨基金等のことです。
3．「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「ソブリン向け」、　    
   「金融機関向け」、「法人等向け」においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。
4．オペレーショナル・リスクは、基礎的手法を採用しております。
 　＜オペレーショナル・リスクの算定方法＞

5．上記の「その他」は、「中小企業等・個人向け」に含まれない個人向けエクスポージャーや有形固定資産、無形固定資産、出資等のエクスポージャーなどが
 　含まれております。

粗利益（直近3年間のうち正の値の合計額）×15％ ÷8％
直近3年間のうち粗利益が正の値であった年数

　昨年度発行した「西尾張地方の戦国マップおよび同資料編」は、大変好評をいただき、数
社の観光会社より戦国マップに因んだツアーが4月～6月にかけて実施され、約300名の方
にご参加いただきました。
　また、戦国マップを利用した史跡めぐりウォーキングを６コース作り、今秋から来春にかけ
て順次開催しています。

トピックス

● 戦国マップ

　平成22年度は、中小企業応援センター（愛知県中小企業団体中央会）
の支援機関として県下10金庫を取りまとめ、積極的に各種セミナー等を
企画・開催しています。4月は「平成22年度の中小企業施策について」の
講演会、5月は「経営革新セミナー」、6月は「新連携・地域資源活用・農商
工連携活用セミナー」、7月は「知的資産経営セミナー」を開催しました。
また、10月には「アグリビジネスセミナー」を開催しました。
　引き続き、積極的に各種セミナーを開催していきます。

● 各種セミナーの開催

　地元のお菓子を広く知っていただき、地元経済の活性化を図るため、
尾張地区のお菓子メーカーとバイヤーとの個別商談会並びに展示即売
会を平成22年10月23日に開催しました。
　第2回目となる今年は、富山県のメーカーにも出展いただき、展示即
売会では昨年を上回る約2,900人の方にご来場いただきました。

● 第2回「いちいお菓子フェア」の開催

　地域の中小企業および個人のお客様への安定した資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用
金庫にとって、最も重要な社会的使命です。
　私どもは、お客様からの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、これまでと同様、お客様の抱え
ている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯に取り組みます。

地域金融の円滑化についての取組み
● 地域金融円滑化のための取組み方針

　金融円滑化を適切に実施するために、「金融円滑化管理方針」「金融円滑化管理規程」「金融円滑化マニュアル」を策定
し、全役職員に対し、法令の趣旨に沿った適切な行動を引き続き行うよう徹底しております。また、金融円滑化管理責任
者、金融円滑化委員会および金融円滑化推進室を設置し、体制整備の強化をしております。さらに金融円滑化相談窓口
（全営業店および相談センター）、お客様相談窓口（法務部内）を設置し、ご相談窓口体制の強化をしております。

● 地域金融円滑化のための内部体制の強化

　事業者および住宅ローン利用者の貸付条件の変更等に関する相談にお答えいたします。
● 金融円滑化相談窓口

　法令に基づく措置の実施状況はホームページで公表しております。
● 地域金融円滑化の実施状況

　平成22年4月14日に、歴史家・作家の加来耕三氏を招き「西尾張地方
と戦国武将」と題した講演会を開催しました。
　また、平成22年10月23日に女優であり国連開発計画（UNDP）親善大
使である紺野美沙子さんの講演会を開催し、約600名の方が聴講されま
した。
　紺野さんは、「今、わたしたちにできること」と題し、難民支援の様子を
写真を交えて紹介し、「限られた時間の中で、少しだけの時間を見知らぬ
誰かのために使ってほしい」と呼びかけました。

● 文化講演会

　平成22年8月18日、19日の2日間、地域の児童、生徒および保護者を
対象に、「夏休み親子で学ぶ金融教室」を開催し、クイズや職場見学を通
じて金融の基礎知識を学んでいただきました。金融教室は春休みにも実
施し、また学校へ職員が出向いて行う「出前教室」も実施しています。
　このほか、地域の小中学校・高等学校の児童や生徒らの社会学習の一
環として職場体験学習を積極的に受け入れています。

● 金融経済教育活動

　平成20年5月、清浄な環境のシンボルであるホタルを都会でも見るこ
とができる「ホタルの庭」を造園しました。
　まち中で子供たちに安全にホタルをみせて、自然のすばらしさ、大切さ
を知ってもらうことを目的としています。
　平成22年6月には14日間で2,728名の方に観賞していただきました。

● ホタルの庭

◆所要自己資本の額（リスク・アセット×4％）は、13,090百万円ですが、当金庫の自己資本額は、
　35,175百万円と大幅に上回っております。

12,360

12,350

320
2,025
2,505
2,387

503
3,145

161
1,301

10
827

13,188
34,524

信用リスク・アセット
・所要自己資本の額合計　　　　　　（Ａ）

オペレーショナル・リスク　　　　　（Ｂ）
単体総所要自己資本額　　　  （Ａ）＋（Ｂ）
自己資本額

標準的手法が適用されるポートフォリオ
ごとのエクスポージャー

証券化エクスポージャー

ソブリン向け
金融機関向け
法人等向け
中小企業等・個人向け
抵当権付住宅ローン
不動産取得等事業向け
三月以上延滞等 
その他

12,263

12,249

305
2,140
2,563
2,403

571
3,031

182
1,052

14
827

13,090
35,175

309,013

308,763

8,010
50,640
62,647
59,679
12,588
78,626

4,027
32,543

250
20,686

329,700

306,577

306,227

7,647
53,500
64,080
60,078
14,279
75,781

4,556
26,302

350
20,686

327,263

お客様からの貸付条件の変更等に関する苦情相談は「お客様相談窓口」をご利用ください。
いちい信用金庫法務部　電話番号　0120－380－516（直通）（平日：AM9:00～PM5:00）

相談センター内に「金融円滑化相談窓口」がございます。
場所：いちい信用金庫本店南側（一宮市若竹3丁目3番3号）

最寄の営業店に相談窓口がございます。お気軽にご相談ください。平　日 AM9：00～PM3：00

土曜日 AM9：00～PM3：00
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いちい信用金庫は積極的に地域貢献活動を行っています

22年9月末22年3月末
リスク・アセット

（単位：百万円）
2.自己資本の充実度に関する事項

所要自己資本額リスク・アセット 所要自己資本額

（注）
1．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）、オフ・バランス取引（派生商品取引によるものを含む）の与信相当額です。
2．「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、我が国の政府関係機関、土地開発公社、地方道路公社、信用保証協会、外国の中央政府以外の公共
　 部門、国際開発銀行、国際決済銀行、国際通貨基金等のことです。
3．「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「ソブリン向け」、　    
   「金融機関向け」、「法人等向け」においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。
4．オペレーショナル・リスクは、基礎的手法を採用しております。
 　＜オペレーショナル・リスクの算定方法＞

5．上記の「その他」は、「中小企業等・個人向け」に含まれない個人向けエクスポージャーや有形固定資産、無形固定資産、出資等のエクスポージャーなどが
 　含まれております。

粗利益（直近3年間のうち正の値の合計額）×15％ ÷8％
直近3年間のうち粗利益が正の値であった年数

　昨年度発行した「西尾張地方の戦国マップおよび同資料編」は、大変好評をいただき、数
社の観光会社より戦国マップに因んだツアーが4月～6月にかけて実施され、約300名の方
にご参加いただきました。
　また、戦国マップを利用した史跡めぐりウォーキングを６コース作り、今秋から来春にかけ
て順次開催しています。

トピックス

● 戦国マップ

　平成22年度は、中小企業応援センター（愛知県中小企業団体中央会）
の支援機関として県下10金庫を取りまとめ、積極的に各種セミナー等を
企画・開催しています。4月は「平成22年度の中小企業施策について」の
講演会、5月は「経営革新セミナー」、6月は「新連携・地域資源活用・農商
工連携活用セミナー」、7月は「知的資産経営セミナー」を開催しました。
また、10月には「アグリビジネスセミナー」を開催しました。
　引き続き、積極的に各種セミナーを開催していきます。

● 各種セミナーの開催

　地元のお菓子を広く知っていただき、地元経済の活性化を図るため、
尾張地区のお菓子メーカーとバイヤーとの個別商談会並びに展示即売
会を平成22年10月23日に開催しました。
　第2回目となる今年は、富山県のメーカーにも出展いただき、展示即
売会では昨年を上回る約2,900人の方にご来場いただきました。

● 第2回「いちいお菓子フェア」の開催

　地域の中小企業および個人のお客様への安定した資金供給は、事業地域が限定された協同組織金融機関である信用
金庫にとって、最も重要な社会的使命です。
　私どもは、お客様からの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、これまでと同様、お客様の抱え
ている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯に取り組みます。

地域金融の円滑化についての取組み
● 地域金融円滑化のための取組み方針

　金融円滑化を適切に実施するために、「金融円滑化管理方針」「金融円滑化管理規程」「金融円滑化マニュアル」を策定
し、全役職員に対し、法令の趣旨に沿った適切な行動を引き続き行うよう徹底しております。また、金融円滑化管理責任
者、金融円滑化委員会および金融円滑化推進室を設置し、体制整備の強化をしております。さらに金融円滑化相談窓口
（全営業店および相談センター）、お客様相談窓口（法務部内）を設置し、ご相談窓口体制の強化をしております。

● 地域金融円滑化のための内部体制の強化

　事業者および住宅ローン利用者の貸付条件の変更等に関する相談にお答えいたします。
● 金融円滑化相談窓口

　法令に基づく措置の実施状況はホームページで公表しております。
● 地域金融円滑化の実施状況

　平成22年4月14日に、歴史家・作家の加来耕三氏を招き「西尾張地方
と戦国武将」と題した講演会を開催しました。
　また、平成22年10月23日に女優であり国連開発計画（UNDP）親善大
使である紺野美沙子さんの講演会を開催し、約600名の方が聴講されま
した。
　紺野さんは、「今、わたしたちにできること」と題し、難民支援の様子を
写真を交えて紹介し、「限られた時間の中で、少しだけの時間を見知らぬ
誰かのために使ってほしい」と呼びかけました。

● 文化講演会

　平成22年8月18日、19日の2日間、地域の児童、生徒および保護者を
対象に、「夏休み親子で学ぶ金融教室」を開催し、クイズや職場見学を通
じて金融の基礎知識を学んでいただきました。金融教室は春休みにも実
施し、また学校へ職員が出向いて行う「出前教室」も実施しています。
　このほか、地域の小中学校・高等学校の児童や生徒らの社会学習の一
環として職場体験学習を積極的に受け入れています。

● 金融経済教育活動

　平成20年5月、清浄な環境のシンボルであるホタルを都会でも見るこ
とができる「ホタルの庭」を造園しました。
　まち中で子供たちに安全にホタルをみせて、自然のすばらしさ、大切さ
を知ってもらうことを目的としています。
　平成22年6月には14日間で2,728名の方に観賞していただきました。

● ホタルの庭

◆所要自己資本の額（リスク・アセット×4％）は、13,090百万円ですが、当金庫の自己資本額は、
　35,175百万円と大幅に上回っております。

12,360

12,350

320
2,025
2,505
2,387

503
3,145

161
1,301

10
827

13,188
34,524

信用リスク・アセット
・所要自己資本の額合計　　　　　　（Ａ）

オペレーショナル・リスク　　　　　（Ｂ）
単体総所要自己資本額　　　  （Ａ）＋（Ｂ）
自己資本額

標準的手法が適用されるポートフォリオ
ごとのエクスポージャー

証券化エクスポージャー

ソブリン向け
金融機関向け
法人等向け
中小企業等・個人向け
抵当権付住宅ローン
不動産取得等事業向け
三月以上延滞等 
その他

12,263

12,249

305
2,140
2,563
2,403

571
3,031

182
1,052

14
827

13,090
35,175

309,013

308,763

8,010
50,640
62,647
59,679
12,588
78,626

4,027
32,543

250
20,686

329,700

306,577

306,227

7,647
53,500
64,080
60,078
14,279
75,781

4,556
26,302

350
20,686

327,263

お客様からの貸付条件の変更等に関する苦情相談は「お客様相談窓口」をご利用ください。
いちい信用金庫法務部　電話番号　0120－380－516（直通）（平日：AM9:00～PM5:00）

相談センター内に「金融円滑化相談窓口」がございます。
場所：いちい信用金庫本店南側（一宮市若竹3丁目3番3号）

最寄の営業店に相談窓口がございます。お気軽にご相談ください。平　日 AM9：00～PM3：00

土曜日 AM9：00～PM3：00






